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一般財団法人平山・ニップン財団 

 設立者  株式会社ニップン 

 

財団の設立趣意書 

 株式会社ニップンは、1896年 9月に創立し、2025年 9月に 129周年を迎え

ます。2021年に日本製粉株式会社から現社名に変更し、2022年には経営理

念・経営方針を定めました。さらに 2024年には、長期ビジョン 2030を策定

し、「食による社会課題の解決に挑み続ける総合食品企業」として、当社グル

ープが持つ経営資源を最大限に活かし、事業の成長による経済価値の創出と、

社会的価値の源泉である「従業員」「社会」「生活者」のウェルビーイングを同

時に実現する成長戦略を示しました。 

 このような中、６つの重要課題（マテリアリティ）を定め、サステナビリテ

ィ経営を推進していますが、一方で、食による社会課題の解決には、教育機

関・研究機関による基礎研究・応用研究の発展が必要不可欠であり、一個人や

一企業が単独で解決することが困難な課題もあります。 

 当社は、このような課題を解決するため、食に関する様々な研究を支援する

ことが重要と考え、また、重要課題（マテリアリティ）のひとつである「食と

健康を通じた社会への貢献」にも合致すると考えました。そのため、このたび 

「平山・ニップン財団」 を設立することといたしました。 

 当財団は、食に関する様々な研究を支援するため、各種助成事業を行い、我が

国の食文化の健全な発展に寄与することを目的とし、その目的に資するための

事業を行って参ります。 

 当財団はその財産とするため株式会社ニップンから基本財産の拠出を受け入

れて発足しますが、同社及びその他の個人・団体から寄附を受入れ、事業規模及

び財団基礎を維持し、我が国の食文化の健全な発展に貢献して参る所存です。 

 

以上 

 

 当財団の名称について：  

 かつて実業家の平山氏（故人）が社会に貢献したいという構想をお持ちであり、株式

会社ニップンにご提案されました。そのことから、当財団名に同氏の姓を入れており

ます。尚、同氏の設立した団体から当財団に寄付の申入れを受けております。 

 


